
議会からのたより
第51号

【
一
般
会
計
】

◆
公
共
施
設
等
整
備
基
金
積
立
金

１
億
円
増

◆
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
適

合
性
判
定
手
数
料

　

19
万
８
千
円
新
規

◆
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻

に
対
す
る
決
議

　

提
出
者　

小
森
議
員

　

賛
成
者　

柏
谷
議
員
、
山
本
議
員

　
４
月
28
日
の
１
日
間
を
会
期
と
し

て
開
催
し
、専
決
処
分
の
承
認
２
件
、

条
例
改
正
３
件
、財
産
の
取
得
２
件
、

発
議
１
件
、
決
議
案
１
件
の
合
計
９

件
の
議
案
が
提
出
さ
れ
、
原
案
の
と

お
り
可
決
し
ま
し
た
。

◆
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン

の
接
種
状
況

◆
令
和
４
年
度
町
内
行
事
の
状
況

◆
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

伴
う
学
年
閉
鎖

◆
専
決
処
分
の
承
認

　

・
税
条
例
等
の
一
部
改
正

・
令
和
３
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
８
号
）

◆
町
長
等
の
給
与
等
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正

◆
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正

◆
第
１
号
会
計
年
度
任
用
職
員
の
報

酬
、
期
末
手
当
及
び
費
用
弁
償
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

◆
議
会
議
員
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償

等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

◆
財
産
の
取
得

　

・
除
雪
ド
ー
ザ　

一
式

　

・
ホ
イ
ー
ル
ロ
ー
ダ
ー　

一
式

第
３
回
臨
時
会

議会の主な動き
( 令和４年５月～令和４年７月）

５月 13 日
留萌管内町村議会
議長会定期総会出
席のため議長小平
町に出張

５月 19 日～20 日
北海道町村議会議
長会理事会出席の
ため議長札幌市に
出張

５月 23 日
留萌地域総合開発
期成会定期総会出
席のため議長羽幌
町に出張

５月 25 日
第４回議会全員協
議会開催

５月 27 日
第２回議会運営委
員会開催

５月 29 日～ 31日
全国町村議会議長・
副議長研修会出席
のため副議長東京
都に出張

６月９日
一般道道名寄遠別
線建設促進期成会
定期総会出席のた
め議長、総務産業
常任委員会副委員
長幌加内町に出張

６月 10 日
第５回議会全員協
議会開催

６月 14 日～15 日
北海道町村議会議
長会第 73 回定期
総会等出席のため
議長札幌市に出張

６月 27 日～６月 28 日
留萌地域総合開発
期成会臨時総会・
地元要望及び札幌
要望のため議長留
萌市・札幌市に出張

６月２９日～７月１日
留萌地域総合開発
期成会中央要望の
ため議長東京都に
出張

７月５日
第５回議会報発行
特別委員会開催

７月６日～７月７日
北海道町村議会議
員研修会出席のた
め議長外議員６名
札幌市に出張

７月２２日
第１回総務産業・
文教厚生常任委員
会合同会議開催

７月 27 日
第６回議会報発行
特別委員会

７月 28 日
自由民主党北海道
第十選挙区支部　
留萌管内移動政務
調査会出席のため
議長留萌市に出張

行
政
報
告

審
議
事
項

主
な
補
正
予
算

決
議
案
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議会からのたより
第51号

　
６
月
10
日
か
ら
６
月
13
日
ま
で
の

４
日
間
を
会
期
と
し
て
開
催
し
、
報

告
１
件
、
監
査
委
員
の
選
任
１
件
、

条
例
改
正
・
規
約
変
更
４
件
、
工
事

請
負
契
約
の
締
結
４
件
、
補
正
予
算

２
件
、
意
見
案
１
件
、
発
議
１
件
の

合
計
14
件
の
議
案
が
提
案
さ
れ
、
原

案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。
一
般

質
問
は
、
小
森
議
員
、
山
本
議
員
２

名
が
行
い
、
会
期
を
３
日
残
し
、
閉

会
し
ま
し
た
。

◆
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン

の
４
回
目
接
種
≪
詳
細
は
18
頁
≫

◆
令
和
３
年
度
各
会
計
の
決
算
概
況

◆
令
和
４
年
度
国
及
び
道
所
管
の
事

業
概
要
≪
詳
細
は
18
頁
≫

◆
遠
別
農
業
高
等
学
校
海
外
研
修
の

変
更

◆
第
42
回
全
日
本
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
小

学
生
大
会
北
北
海
道
大
会
の
出
場

◆
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書

◆
監
査
委
員
の
選
任

・
投
票
に
よ
る
採
決
が
行
わ
れ
、

國
部
雅
人
氏
（
本
町
３
）
が
再

任
。

◆
税
条
例
の
一
部
改
正

◆
北
海
道
町
村
議
会
議
員
公
務
災
害

補
償
等
組
合
規
約
の
変
更

◆
北
海
道
市
町
村
職
員
退
職
手
当
組

合
規
約
の
変
更

◆
北
海
道
市
町
村
総
合
事
務
組
合
規

約
の
変
更

◆
工
事
請
負
契
約
の
締
結

＊
町
立
診
療
所
建
設
工
事
（
建
築
主

体
工
事
）　

　

契
約
金
額　

７
億
２
，
７
６
５
万
円

　

契
約
の
相
手
方　

　
　

共
栄
・
ハ
ラ
ダ
・
堀
松

　
　
　

特
定
建
設
工
事
共
同
企
業
体

＊
町
立
診
療
所
建
設
工
事
（
電
気
設

備
工
事
）　

　

契
約
金
額　

２
億
６
，
９
５
０
万
円

　

契
約
の
相
手
方

　
　

拓
北
・
木
村

　
　
　

特
定
建
設
工
事
共
同
企
業
体

＊
町
立
診
療
所
建
設
工
事
（
機
械
設

備
工
事
）

　

契
約
金
額　
　

３
億
６
９
０
万
円

　

契
約
の
相
手
方

　
　

後
藤
・
遠
別
・
環
境

　
　
　

特
定
建
設
工
事
共
同
企
業
体

＊
公
営
住
宅
建
設
工
事
（
建
築
主
体

工
事
）

　

契
約
金
額

１
億
６
９
７
万
５
千
円

　

契
約
の
相
手
方

　
　

株
式
会
社　

共
栄

【
一
般
会
計
】

◆
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ

環
境
拡
張
業
務
委
託
料

１
６
５
万
円
新
規

◆
空
気
循
環
式
紫
外
線
清
浄
機

６
２
３
万
円
減

◆
生
活
支
援
助
成
券
交
付
金

２
，
４
５
０
万
円
新
規

◆
１
次
産
業
原
油
価
格
高
騰
対
策
支

援
金　
　

２
，
４
０
０
万
円
新
規

◆
住
民
税
非
課
税
世
帯
等
臨
時
特
別

給
付
金　
　
　

３
０
０
万
円
新
規

◆
幼
児
セ
ン
タ
ー
屋
根
改
修
工
事

１
，
５
０
０
万
円
新
規

◆
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン

接
種
業
務
委
託
料

９
１
６
万
３
千
円
増

◆
健
康
管
理
シ
ス
テ
ム
改
修
業
務
委

託
料
（
ワ
ク
チ
ン
接
種
記
録
シ
ス

テ
ム
連
携
）　　
　

 

37
万
円
新
規

◆
旧
と
ん
が
り
か
ん
改
修
実
施
設
計

業
務
委
託
料　

５
５
０
万
円
新
規

◆
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
全
道
大
会
出
場

補
助
金　
　

５
７
万
７
千
円
新
規

【
下
水
道
特
別
会
計
】

◆
浄
化
セ
ン
タ
ー
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
リ
ー

ス
料　
　
　
　
　
　
　

37
万
円
増

◆
森
林
・
林
業
・
木
材
産
業
に
よ
る

グ
リ
ー
ン
成
長
に
向
け
た
施
策
の

充
実
・
強
化
を
求
め
る
意
見
書

　

提
出
者　

小
森
議
員

　

賛
成
者　

柏
谷
議
員
、
山
本
議
員

　

意
見
案
は
６
月
10
日
の
議
会
定
例

会
で
採
択
さ
れ
、
国
の
関
係
機
関
に

送
付
し
た
。

報　
告

行
政
報
告

審
議
事
項

第
４
回
定
例
会

主
な
補
正
予
算

意
見
案
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町
長
か
ら
の
行
政
報
告
（
抜
粋
）

町
長
か
ら
の
行
政
報
告
（
抜
粋
）

第
４
回
定
例
会

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

ワ
ク
チ
ン
４
回
目
の
接
種

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン

の
４
回
目
の
接
種
に
つ
き
ま
し
て

は
、
重
症
化
を
予
防
す
る
た
め
、
７

月
中
旬
か
ら
の
接
種
開
始
を
予
定
し

て
お
り
ま
す
。

　
接
種
の
対
象
と
な
る
方
は
、
３
回

目
の
接
種
を
終
え
て
か
ら
５
か
月
以

上
を
経
過
し
て
い
る
60
歳
以
上
の
方

及
び
18
歳
以
上
60
歳
未
満
の
方
で
慢

性
的
な
病
気
な
ど
の
基
礎
疾
患
を
有

す
る
場
合
や
重
症
化
の
リ
ス
ク
の
高

い
と
医
師
が
認
め
る
場
合
と
な
り
ま

す
。

　
５
月
末
現
在
の
接
種
対
象
者
に
つ

き
ま
し
て
は
、60
歳
以
上
の
方
が
１
，

１
０
０
名
で
あ
り
、
ま
た
、
基
礎
疾

患
を
有
す
る
方
な
ど
に
つ
き
ま
し
て

は
、
事
前
に
申
請
し
て
い
た
だ
い
て

か
ら
接
種
対
象
の
人
数
を
把
握
す
る

予
定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
な
お
、
４
回
目
接
種
の
ワ
ク
チ
ン

の
種
類
に
つ
き
ま
し
て
は
、
３
回
目

接
種
の
種
類
に
関
わ
ら
ず
、
フ
ァ
イ

ザ
ー
製
又
は
モ
デ
ル
ナ
製
を
使
用
す

る
こ
と
に
な
る
か
と
い
う
ふ
う
に
考

え
ら
れ
ま
す
。

　
今
後
に
つ
き
ま
し
て
は
、
希
望
者

全
員
へ
の
速
や
か
に
円
滑
な
接
種
の

開
始
に
向
け
て
準
備
・
調
整
を
行
っ

て
い
き
ま
す
の
で
、
ご
理
解
の
ほ
ど

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

令
和
４
年
度

国
及
び
道
所
管
の
事
業
概
要

　
留
萌
開
発
建
設
部
所
管
の
事
業
に

つ
き
ま
し
て
は
、
国
道
２
３
２
号
の

歌
越
地
区
に
お
い
て
防
雪
柵
設
置
工

事
が
行
わ
れ
、
金
浦
地
区
に
お
い
て

視
線
誘
導
灯
設
置
工
事
、
北
里
地
区

に
お
い
て
交
差
点
改
良
工
事
が
予
定

さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
遠
別
漁
港
で
は
、
今
年
度

か
ら
南
防
波
提
の
改
良
が
始
ま
り
、

引
き
続
き
航
路
の
浚
渫
、
新
北
防
波

提
の
補
修
が
予
定
を
さ
れ
て
お
り
ま

す
。

　
次
に
、
留
萌
振
興
局
留
萌
建
設
管

理
部
所
管
の
事
業
に
つ
き
ま
し
て

は
、
一
般
道
道
名
寄
遠
別
線
の
奥
正

修
地
区
の
ト
ン
ネ
ル
前
後
に
お
い
て

整
備
が
進
め
ら
れ
、
遠
別
側
で
は
宇

遠
別
ト
ン
ネ
ル
の
掘
削
、
幌
加
内
側

で
は
３
号
橋
の
上
部
床
板
工
、
地
滑

り
対
策
工
及
び
暫
定
土
工
が
予
定
を

さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
東
野
地
区
に
お
い
て
は
、

旧
奥
島
橋
解
体
工
事
が
予
定
さ
れ
て

お
り
ま
す
。
産
業
振
興
部
所
管
の
事

業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
海
岸
保
全
整

備
事
業
に
よ
り
、
丸
松
地
区
、
丸
松

１
地
区
及
び
北
里
１
地
区
に
お
い
て

重
力
式
護
岸
、消
波
ブ
ロ
ッ
ク
製
作・

据
付
工
事
が
進
め
ら
れ
、
昨
年
波
浪

に
よ
り
浸
食
を
受
け
て
お
り
ま
し
た

北
里
海
岸
に
つ
き
ま
し
て
は
、
災
害

復
旧
工
事
と
し
て
海
岸
保
全
と
同
様

な
内
容
で
工
事
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

治
山
事
業
で
は
、
中
北
里
地
区

に
お
い
て
、
山
腹
面
で
崩
落
が
あ

り
、
引
き
続
き
小
規
模
治
山
事
業
に

よ
り
、
土
留
工
事
が
進
め
ら
れ
て
お

り
、
今
年
度
完
了
を
予
定
し
て
お
り

ま
す
。

　
ま
た
、
北
里
地
区
及
び
金
浦
地
区

に
お
い
て
、
保
育
事
業
と
し
て
下
刈

り
が
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
。さ
ら
に
、

水
産
環
境
整
備
事
業
と
し
て
引
き
続

き
遠
別
沖
合
魚
礁
設
置
工
事
が
予
定

さ
れ
て
お
り
ま
す
。
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第  

４  

回  

定  

例  

会  「  

一  

般  

質  

問  

」

国
際
社
会
の
急
激
な
変
化
に
よ

り
、
輸
出
輸
入
の
状
況
が
大

き
く
変
化
を
し
、
生
活
物
資
等
の
価

格
高
騰
が
続
い
て
い
る
。

　
ま
た
、
公
共
事
業
の
建
築
資
材
・

建
設
資
材
な
ど
工
事
全
体
に
渡
り
急

激
な
価
格
高
騰
や
納
品
遅
れ
な
ど
に

苦
慮
し
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
が
、

町
が
発
注
す
る
公
共
事
業
の
対
応
と

し
て
次
の
２
点
に
つ
い
て
伺
う
。

　

１
点
目
、
工
事
等
設
計
後
に
資

材
価
格
等
が
高
騰
し
た
場
合
の
対
応

は
。

　
２
点
目
、
資
材
の
納
品
遅
れ
等
に

よ
る
、
工
期
内
工
事
未
完
了
の
対
応

は
。

昨
今
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
や
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
の

影
響
に
よ
り
原
材
料
価
格
の
上
昇
や

供
給
面
で
の
制
約
等
が
見
受
け
ら
れ

る
状
況
と
な
っ
て
い
る
。

　

国
土
交
通
省
が
令
和
４
年
５
月
に

行
っ
た
、
主
要
建
設
資
材
需
給
・
価

格
動
向
調
査
に
よ
る
と
、
生
コ
ン
、

鋼
材
、
木
材
な
ど
主
要
建
設
資
材
７

資
材
13
品
目
の
価
格
動
向
は
、
セ
メ

ン
ト
、
生
コ
ン
、
骨
材
の
砂
、
砂
利
・

採
石
、
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
合
材
、
異
形

棒
鋼
、
Ｈ
形
鋼
、
木
材
の
製
材
・
型

枠
用
合
板
、
石
油
が｢

や
や
上
昇
」、

骨
材
の
再
生
砕
石
が｢

横
ば
い｣

、

ま
た
、
需
給
状
況
は
、
木
材
の
型
枠

用
合
板
が｢
や
や
ひ
っ
迫｣

、
そ
れ
以

外
の
資
材
は｢
均
衡｣

と
な
っ
て
い
る
。

全
国
的
に
資
材
価
格
が
上
昇
し
て
い

る
状
況
で
あ
り
、
本
町
に
お
い
て
も

資
材
価
格
が
上
昇
し
て
い
る
状
況
で

あ
る
と
把
握
を
し
て
い
る
。

　

１
点
目
の
工
事
等
設
計
後
に
資
材

価
格
等
が
高
騰
し
た
場
合
、
受
注
者

か
ら
申
出
が
あ
っ
た
場
合
に
資
材
価

格
等
の
変
動
状
況
を
調
査
し
、
著
し

い
変
動
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合

は
、
設
計
変
更
を
し
、
契
約
金
額
を

変
更
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　

２
点
目
の
納
品
遅
れ
等
に
よ
る

対
応
に
つ
い
て
も
、
今
ま
で
も
気
象

状
況
に
よ
る
工
事
の
遅
延
の
際
に
も

行
っ
て
い
る
が
、
納
品
遅
れ
の
場
合

も
、
受
注
者
か
ら
申
出
が
あ
っ
た
場

合
に
協
議
を
し
、
工
期
の
変
更
や
年

度
末
の
場
合
は
、
事
故
繰
越
し
の
措

置
を
講
ず
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

再　
質　
問

設
計
変
更
や
、
事
故
繰
越
し

な
ど
臨
機
応
変
に
対
応
し
た

い
と
い
う
こ
と
だ
が
、
こ
の
辺
も
緻

密
な
話
合
い
を
し
な
い
と
、
工
期
工

事
を
速
や
か
に
と
い
う
と
こ
ろ
に
い

き
つ
か
な
く
な
る
。
入
札
が
不
調
に

な
っ
た
場
合
に
、
速
や
か
に
工
事
が

執
行
さ
れ
な
い
、
工
事
が
完
了
し
な

い
こ
と
が
起
こ
り
う
る
。
そ
の
辺
も

踏
ま
え
、
落
札
業
者
と
話
合
い
、
的

確
な
工
事
価
格
の
変
更
、
設
計
な
ど

の
協
議
を
す
る
べ
き
で
は
。

工
事
を
発
注
、
起
工
、
設
計
す

る
段
階
で
、
基
準
と
な
る
価
格

表
が
あ
り
、
そ
れ
を
基
に
設
計
を
し
、

積
算
し
て
い
く
が
、
今
年
の
よ
う
に

い
ろ
ん
な
社
会
情
勢
、
世
界
情
勢
の

中
で
輸
入
品
目
も
含
め
て
、
価
格
が

高
騰
し
て
る
こ
と
は
、
今
ま
で
で
は

あ
ま
り
な
か
っ
た
。
そ
し
て
、
発
注

す
る
段
階
に
お
い
て
は
、
積
算
の
基

礎
を
も
た
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
で
、

発
注
段
階
の
価
格
と
今
の
段
階
の
価

格
と
、
価
格
差
が
出
て
く
る
の
は
、

こ
れ
は
や
む
を
得
な
い
こ
と
と
思
っ
て

い
る
。

　

そ
れ
は
、
最
初
に
答
弁
し
た
よ
う

に
、
落
札
業
者
と
か
な
り
厳
し
い
と

い
う
状
況
で
あ
れ
ば
、
受
注
価
格
を

調
整
し
な
が
ら
業
者
に
も
損
害
を
与

え
な
い
よ
う
に
、
ま
た
、
発
注
者
と

し
て
も
過
大
な
見
積
も
り
が
な
い
よ

う
に
調
整
を
し
な
が
ら
進
め
て
い
か

な
け
れ
ば
い
け
な
い
。

　

今
後
、
落
札
業
者
と
綿
密
に
連
携

を
と
り
な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い
。

町
政
を
問
う

問答

小森議員　 問 公共事業における資材の価格高騰や納品遅れによる対応は。

笹川町長　 答 受注者から申し出があった場合に協議し設計変更など対応する。

問答
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近
年
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
増

加
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、核
家

族
化・ひ
と
り
親
世
帯
の
増
加
に
よ
っ

て
、家
庭
内
で
誰
か
が
介
護
が
必
要

に
な
る
と
、18
歳
未
満
の
子
ど
も
に

介
護
の
負
担
が
い
き
や
す
い
世
帯
構

造
の
変
化
が
背
景
に
あ
り
、今
後
も

家
族
の
介
護
を
す
る
子
ど
も
や
若
者

は
増
え
て
い
く
と
考
え
ら
れ
る
。

　
国
の
調
査
に
よ
る
と
、中
学
２
年

生
の
17
人
に
１
人
、全
日
制
高
校
２

年
生
の
24
人
に
１
人
と
さ
れ
て
い

る
。

　
今
年
３
月
に
栗
山
町
ケ
ア
ラ
ー
条

例
が
制
定
さ
れ
、ま
た
、全
国
で
も
支

援
に
乗
り
出
す
自
治
体
が
増
え
つ
つ

あ
る
た
め
、本
町
に
お
い
て
も
ヤ
ン

グ
ケ
ア
ラ
ー
支
援
に
向
け
て
早
期
に

実
態
調
査
を
す
る
必
要
が
あ
る
と
考

え
る
が
、町
長
の
見
解
を
伺
う
。

こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、ま
ず
、

家
庭
内
で
子
ど
も
が
置
か
れ

て
い
る
生
活
の
実
態
把
握
が
何
よ
り

も
大
切
で
あ
り
、地
域
全
体
が
こ
の

問
題
を
認
識
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ

る
こ
と
か
ら
、地
域
の
見
守
り
に
よ
っ

て
、こ
の
よ
う
な
家
庭
環
境
に
あ
る
子

ど
も
の
生
活
状
況
を
早
期
に
把
握
を

し
、ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
状
態
に
な
っ

た
場
合
に
、身
近
な
大
人
に
相
談
で

き
る
環
境
づ
く
り
が
重
要
で
あ
る
と

考
え
る
。

　

大
人
に
と
っ
て
は｢

子
ど
も
は
地
域

の
宝｣

で
あ
り
、子
ど
も
に
と
っ
て
は

｢

大
人
は
身
近
な
存
在｣

で
あ
る
こ
と

を
、日
常
生
活
の
中
で
感
じ
て
い
け
る

｢
遠
別｣
で
あ
り
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

　

現
在
、北
海
道
で
公
立
学
校
を
通

じ
て
実
態
調
査
を
行
っ
て
お
り
、そ
の

結
果
を
踏
ま
え
、教
育
委
員
会
と
情

報
共
有
す
る
と
と
も
に
、日
頃
よ
り

学
校
や
社
会
福
祉
協
議
会
、児
童
相

談
所
、警
察
、民
生
委
員
、児
童
委
員

な
ど
多
く
の
関
係
機
関
で
構
成
す
る

｢

遠
別
町
地
域
自
立
支
援
協
議
会｣
の

機
能
を
活
用
し
、要
支
援
の
可
能
性

が
あ
る
子
ど
も
の
実
態
把
握
に
努
め

て
お
り
、現
在
該
当
者
の
報
告
は
な

い
。

再　
質　
問

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
実
態
と
い

う
の
は
、見
よ
う
と
し
て
も
見

え
な
い
存
在
だ
と
言
わ
れ
て
い
る
。

ま
た
、見
よ
う
と
し
て
も
見
え
に
く

い
と
い
う
存
在
で
も
あ
る
と
も
言
わ

れ
て
い
る
。こ
う
し
た
問
題
の
あ
る

中
で
、把
握
は
本
当
に
難
し
い
。個
人

情
報
保
護
条
例
や
、家
庭
状
況
の
問

題
を
伏
せ
た
が
る
家
庭
が
多
い
こ
と

も
言
わ
れ
て
い
る
。

　
２
０
２
０
年
３
月
に
、日
本
初
と

な
る
ケ
ア
ラ
ー
条
例
が
埼
玉
県
で

成
立
さ
れ
た
。ま
た
、栗
山
町
に
お
い

て
は
、全
国
市
町
村
で
初
め
て
ケ
ア

ラ
ー
支
援
に
対
す
る｢

栗
山
町
ケ
ア

ラ
ー
支
援
条
例｣

が
今
年
４
月
に
施

行
さ
れ
た
。

　
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
状
態
に
な
っ

た
場
合
、身
近
な
大
人
に
相
談
で
き

る
環
境
づ
く
り
が
重
要
と
答
弁
さ

れ
た
が
、我
が
町
で
も
ヤ
ン
グ
ケ
ア

ラ
ー
条
例
を
策
定
す
べ
き
と
考
え
る

が
、再
度
町
長
の
見
解
を
伺
う
。

遠
別
町
で
も
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー

条
例
を
と
い
う
こ
と
だ
が
、現

状
ど
う
変
わ
っ
て
い
く
の
か
、全
く
不

明
で
あ
る
。ま
た
、経
済
社
会
状
況
が

ど
う
変
わ
っ
て
い
く
か
も
全
く
不
明

の
中
で
、調
査
を
し
た
結
果
、最
初
に

答
弁
し
た
よ
う
に
現
在
該
当
者
は
い

な
い
。

　

家
庭
環
境
の
問
題
を
表
に
出
し
た

く
な
い
感
覚
が
あ
る
こ
と
も
認
識
し

て
い
る
が
、児
童
委
員
、民
生
委
員
、

社
会
福
祉
協
議
会
ほ
か
関
係
者
と
協

議
を
し
な
が
ら
、見
守
り
を
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
る
が
、直
ち
に
ヤ
ン

グ
ケ
ア
ラ
ー
条
例
を
と
い
う
こ
と
は

考
え
て
い
な
い
。

　

そ
う
い
っ
た
実
態
が
判
明
し
た
場

合
に
は
、家
庭
環
境
の
状
況
を
確
認
、

家
庭
に
必
要
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
紹

介
や
定
期
的
な
家
庭
訪
問
等
の
支
援

を
行
い
、子
ど
も
の
心
身
の
健
康
保
持

と
、家
族
が
安
心
で
き
る
生
活
の
再

構
築
が
で
き
る
よ
う
に
力
を
注
ぎ
た

い
。

　

条
例
制
定
も
必
要
な
事
だ
が
、そ

の
前
に
実
態
が
判
明
し
た
段
階
で
、

直
ち
に
フ
ォ
ロ
ー
で
き
る
体
制
を
考

え
て
お
り
、そ
の
後
条
例
の
制
定
を
検

討
し
て
い
き
た
い
。

議会からのたより
第51号山本議員　 問 ヤングケアラー支援に向けて早期に実態調査する必要があるのでは。

笹川町長　 答 地域自立支援協議会の機能を活用し実態把握に努めており、該当者はいない。

問答

問答

20



議会からのたより
第51号

　

７
月
６
日
、
札
幌
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ

ン
セ
ン
タ
ー
で
、
北
海
道
町
村
議
会

議
員
研
修
会
が
開
催
さ
れ
、
遠
別
町

か
ら
議
員
７
名
、
事
務
局
職
員
１
名

が
出
席
し
た
。

　

本
研
修
会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、
３
年

振
り
に
開
催
。
今
年
度
は
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
を
し
、
出

席
者
が
同
じ
空
間
に
留
ま
る
時
間
を

短
く
、
座
席
を
分
散
す
る
た
め
、
全

道
14
地
区
を
２
分
割
し
、
２
部
制
で

分
散
開
催
さ
れ
た
。

　

講
師
は
、早
稲
田
大
学
を
卒
業
後
、

時
事
通
信
社
へ
入
社
し
、
首
相
官
邸

の
記
者
生
活
を
ス
タ
ー
ト
し
、
永
田

町
・
霞
が
関
で
40
年
以
上
に
渡
り
政

治
を
見
続
け
た
、
政
治
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ス
ト　

泉　

宏　

氏
が
「
参
院
選
最

終
情
報
分
析
と
選
挙
後
の
政
局
展

望
」
と
題
し
、
講
演
さ
れ
た
。

　

６
月
14
日
開
催
の
北
海
道
町
村
議

会
議
長
会
第
73
回
定
期
総
会
に
お
い

て
、
北
海
道
町
村
議
会
議
長
会
表
彰

規
程
に
基
づ
く
、
令
和
４
年
自
治
功

労
者
と
し
て
、｢

町
村
議
会
議
員
と

し
て
15
年
以
上
在
職｣

の
木
村
秀
雄

議
員
が
表
彰
さ
れ
、
７
月
22
日
開
催

の
第
５
回
議
会
臨
時
会
に
先
立
ち
、

議
場
に
お
い
て
表
彰
状
の
伝
達
を

行
っ
た
。

写真【泉　宏 氏】

北
海
道
町
村
議
会
議
員
研
修
会

　
７
月
22
日
の
１
日
間
を
会
期
と
し

て
開
催
し
、
補
正
予
算
２
件
の
議
案

が
提
出
さ
れ
、
原
案
の
と
お
り
可
決

し
ま
し
た
。

◆
令
和
４
年
度
町
内
行
事
の
状
況

◆
遠
別
町
生
活
支
援
助
成
券
の
配
布

状
況
≪
詳
細
は
下
段
≫

◆
全
日
本
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
小
学
生
大

会
及
び
北
海
道
中
学
校
体
育
大
会

の
出
場

【
一
般
会
計
】

◆
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
発
行
事
業
補

助
金　
　
　
　
　

４
０
０
万
円
増

◆
住
民
税
非
課
税
世
帯
等
臨
時
特
別

給
付
金　
　
　
　

１
０
０
万
円
増

◆
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
全
国
大
会
出
場

補
助
金　

２
６
０
万
４
千
円
新
規

【
国
保
病
院
事
業
会
計
】

◆
職
員
公
宅
（
医
師
住
宅
）
新
築
工

事　
　
　
　

１
，
０
０
０
万
円
増

主
な
補
正
予
算

第
５
回
臨
時
会

町
長
か
ら
の
行
政
報
告（
抜
粋
）

町
長
か
ら
の
行
政
報
告（
抜
粋
）

第
５
回
臨
時
会

遠
別
町
生
活
支
援
助
成
券
の

配
布
状
況

　
原
油
価
格
の
高
騰
対
策
と
し
て
、

６
月
１
日
現
在
、
住
民
票
に
登
録

さ
れ
た
２
，
４
４
３
人
の
町
民
を

対
象
に
配
付
し
て
お
り
ま
す
遠
別

町
生
活
支
援
助
成
券
の
配
布
状
況

に
つ
い
て
ご
報
告
を
い
た
し
ま
す
。

　

７
月
４
日
か
ら
簡
易
書
留
に
よ

り
順
次
配
付
を
開
始
し
、
７
月
20

日
現
在
、
全
町
民
の
99
％
の
配
付

が
完
了
い
た
し
ま
し
た
。

　

未
だ
政
府
に
お
い
て
実
施
し
て

お
り
ま
す
価
格
高
騰
に
対
す
る
支

援
策
の
効
果
も
み
ら
れ
な
い
中
で
、

い
ろ
い
ろ
な
物
価
上
昇
が
い
つ
治

ま
る
か
先
行
き
が
見
え
な
い
状
況

で
ご
ざ
い
ま
す
。
当
町
と
い
た
し

ま
し
て
も
、
こ
の
後
、
上
乗
せ
分

の
つ
い
た
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
発

行
事
業
の
実
施
な
ど
、
町
民
生
活

の
支
援
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
町
民
の
皆
様
及
び
議
員
各
位

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
併
せ
て
お

願
い
申
し
上
げ
、
ご
報
告
と
い
た

し
ま
す
。

北
海
道
町
村
議
会
議
長
会
表
彰

行
政
報
告
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議会からのたより
第51号

シリーズ

◎遠別町の住民をピックアップし、まちの印象や、行政、議会に対しての思いなどをインタビュー
し、議会活動に役立ていきます。

　第 42回全日本バレーボール小学生大会北北海道大会に出場、見事優勝し、８月に開　第 42回全日本バレーボール小学生大会北北海道大会に出場、見事優勝し、８月に開
催される全国大会に出場する『バレーボール少年団遠別イーグルス』を取材しました。催される全国大会に出場する『バレーボール少年団遠別イーグルス』を取材しました。

　遠別イーグルスは、昭和 63 年度に結成され、総勢 34 名で活動し
ています。６月に中標津町で開催されました、第 42 回全日本バレー
ボール小学生大会北北海道大会（男女混合の部）で見事に優勝し、関
東地方で８月９日から 12 日までの日程で開催される全国大会へ出場
します。

全国大会に向けてチームの状況は？
　大会までの期間に仕上げと練習がきちんとできるかどうかにかかっています。

チーム育成・試合分析・実行力
　監督もコーチもお互い勤めている会社が一緒で、チームのここが弱
いよね、こういうのがダメだよねというのは、常日頃話をしています。
　また、試合では対戦チームを見ると２人とも、ここを攻めたら上手
く点数を取れるだとか分析ができるので、その分析したことを実行で
きる選手がいるのが強みだと思います。

全国大会でも珍しい一つの小学校でのチームを構成、全国大会出場へ
　よその町では、少年団に入りバレーをする、そういう子ども達が増えない、少なくなっていき、近
隣の学校などで選手を集め、出場するチームもある。都会にいくとそういうチームはたくさんありま
す。そして、全国にいくとそれが当たり前で、運動神経の良い子、バレーのできる子を集めチームを
作っています。全国でベスト８あたりのチームで一つの小学校で参加しているのは、うちぐらいです。
それも、在校生 101 人の小さな規模の学校でそういうチームはないので、驚かれます。

えんべつ町民 独占インタビュー Vol.11

団長

清水　道彦
さん

　全国一を目指して取り組ん
できているので、その気持ち
を忘れず、応援する体制を作
るので、頑張ってほしい。

　チーム目標の３つの常ショウ（常翔、常勝、常笑）を胸に、志を高
く持ち、育ってほしい。小学校をピークにするのではなく、中学校、高
校でも活躍できるよう頑張ってほしい。

監督

橋谷田　輔省一
さん

コーチ

笹川　浩視
さん

試合に出て緊張した時はどうしてる？
　一回落ち着くようにしています。

全国大会への意気込みは？
 ・今までの練習の成果を出したい。
 ・自分のバレーをする。

全国大会の目標は？
　優勝します！

左から

キャプテン　小西出 隼翔くん

ゲームキャプテン　高橋 翔愛くん

副キャプテン　吉田 陽葵さん

遠別イーグルス 代表（男女混合）
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議会からのたより
第51号

議会を傍聴してみませんか議会を傍聴してみませんか
次の定例会は9 月 12日頃 の開催予定です。

【お問い合わせ】
　議会事務局
　電　話　７－２１４７（直通）
　メール　gikai@town.embetsu.hokkaido.jp

詳しくはテレビ電話でご確認ください。

あとがき（小森委員長）

　西暦 2000 年を超えた今、世界中の時代が変わってい

く現実を目の当たりにしなければいけない。コロナウイ

ルスが発生し、ウクライナ侵攻が起こり、民主主義が脅

かされ、気象も大きく変わっている。今まで色々なことを

乗り越えた平和で豊かな日本は、現在デジタル化社会が

超スピードで進み、どんな国に変化するのか？しかし世

の中の環境が大きな変化をして

も平和で安心して暮らせる日本

であることを渇望している。

発行：遠別町議会
編集：議会報発行特別委員会
委 員 長　　小森　嘉孝
副委員長　　山下　　悟
委　　員　　白井　金治

　遠別イーグルスに提供いただきました。

タ イ ト ル 写 真
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